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以下にその方法を具体的に述べたいと思う。まず初めに非負整数 n の分割により構成される２つの集合 A(n)
と B(n)を考える。  
「無限変数多項式環 S のイデアル I と単項式順序を適当に選べば I のイニシャルイデアルを in(I)とおくとき、
数列{|A(n)|}の生成関数と剰余環 S/Iのヒルベルト級数また数列{|B(n)|}の生成関数と剰余環 S/in(I)のヒルベルト級
数がそれぞれ一致するようにできる。」  
このとき、グレブナー基底に関する割り算の剰余をとる操作により、S/I のヒルベルト級数と S/in(I)のヒルベ
ルト級数は一致するので、２つの数列{|A(n)|}と{|B(n)|}の生成関数は互いに一致する。  
 論文審査結果の要旨 
 
 標記の学位論文では可換環論の組合わせ論的表現論への応用として２つの研究成果がまとめら
れている。 
 前半部分では、２つのジョルダン標準形行列のテンソル積のジョルダン分解について考察され
ている。これは基礎とする体が標数０であるときには古典的に知られているが、正標数の体を基
礎とする場合には結果は知られていなかった。本論文では、可換環論的な手法を用いることによ
って、分解公式を得るためのアルゴリズムの構成に成功している。 
 後半部分では、多項式環のイデアルのグレブナ基底と多くの関数等式との間の関係について考
察した成果がまとめられている。まず可算無限変数の多項式環における単項式の集合と自然数の
分割の集合とが一対一に対応することに着目する。無限変数多項式環におけるグレブナ基底の理
論を構成し、そのことを使ってイデアルのヒルベルト関数の間の等式として、いくつかの関数等
式を見ることができる。またそれらの関数等式は、いくつかの分割の集合の間の一対一対応を表
しているが、そのような一対一対応が多項式における剰余計算によって得られることが示されて
いる。これは多項式の剰余の計算の応用としては全く新しい知見であり、更なる応用が期待さて
いるものである。 
上記の二つの結果ともに、すでにレフェリー付の雑誌に掲載が決まっている。 
以上のように本論文においてまとめられた結果の重要性，質の高さを判断して，博士の学位に
値するものと判定する。 
